１３３. 好奇心を刺激する情報に注意！
１．指導対象

　　中学校・高等学校
２．教科・科目

　　社会、公民、学級活動、総合的な学習の時間
３．指導意図
　大きな災害が発生すると、それに便乗したフェイクニュースが流れ社会問題になっている。その背景には、閲覧数を多くして収益を得ることを目的としていると言われている。同様に、「迷惑系」「暴露系」などと呼ばれているインフルエンサーが過激な動画を投稿しているのも、愉快犯とうよりは収益が目的とも言われている。

これらのように、人々の注目や関心が経済的価値を持つことをアテンションエコノミーといい、これはネットが普及する前から提唱されていた概念である。このアテンションエコノミーは主にメディアの情報発信の姿勢に対する批判として使われてきたが、ネットの普及により、その問題が顕著になってきている。

具体的な問題として、情報の質や信頼性よりも、関心や注目に価値が見いだされてしまう、インフルエンサーの意見を優先してしまう、過激な見出しや煽り記事に反応し、さらにそれを拡散してしまう、などがあげられる。

ここではアテンションエコノミーという言葉には直接ふれず、アテンションエコノミーに関する具体的な問題事例を通して、好奇心を刺激する情報に対して求められる考え方と態度について考えさせることをねらいとする。また、安易に好奇心を刺激するような情報発信をしない姿勢についても扱いたい。
　
４．指導目標
　①　アテンションエコノミーのしくみを知る。
　②　アテンションエコノミーに関する問題事例を通して、好奇心を刺激する情報の問題点について考える。
　③　アテンションエコノミーに関する問題事例を通して、好奇心を刺激する情報の向き合い方を身に付ける。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
〇ネット上のデマ情報が問題になった事例を確認する。
○ネット上のデマ情報にだまされた経験を想起する。
	○ネット上のデマ情報の事例を具体的に示す。その際、事例は最新のもので、多くの人が知っている内容が望ましい。
○身近でデマ情報の被害状況や内容を確認する。

	（2） 展開

○本事例を「しばくして･･」まで視聴し、なぜ「サヤ」はだまされたしまったのか、なぜ「サキ」はデマ情報と見破ったのかを確認する。

〇続きを視聴し、「何でそんなことするんだろうね」で止め、デマ情報が流れる理由を考える。
〇暗転する手前で動画を止め、インフルエンサーの情報を見る上での注意点について考える。
〇学習課題「好奇心を刺激するような情報には、どのような問題があるか」を考える。
〇学習課題「好奇心を刺激するような情報とは、どのように向き合えばよいか」を考える。

	○だまされた理由として、信頼できる立場として判断した医学博士からの推薦があったことを確認する。
○デマ情報と見破った理由として、異なるサイトの情報から判断していることをおさえる。
〇考えられる理由を発表させた後、さらに続きを視聴させ、理由の1つに、クリックすることによる収益のしくみがあることを確認する。
〇インフルエンサーの意味を確認し、インフルエンサーの情報を信じることの良さがある一方、問題もあることを確認する。
〇問題点を発表させ、その後「ポイントはここ！」を通して改めて確認する。
〇前の画面に戻り、2つ目の学習課題を考えさせる。
〇問題点を発表させ、その後「ポイントはここ！」を通して改めて確認する。

	（3） まとめ

○授業の内容を振り返り、好奇心を刺激す
るような情報に対する心構えについて改
めて考える。
	○好奇心を刺激する情報に騙されないだけではなく、むやみに拡散したり、発信したりしないようにすることも含めて振り返らせる。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法
　意図的なデマ情報だけではなく、生成AIの普及により、偽情報や偽動画などがより巧妙になり、社会問題となっている。子供たちだけではなく、大人たちでさえもはまってしまうアテンションエコノミーに関する内容は、教師や保護者サイドの対処法、問題解決法というよりは、子供たちと共に考えていくべきものといえる。具体的な事例を通して、情報の信憑性の見極め方（ファクトチェック）や情報の扱い方について考えていきたい。　
７．指導資料

●ネット＆SNS　よりよくつかって未来をつくろう（総務省）
　　16のキーワード　アテンションエコノミー

https://www.soumu.go.jp/ict-mirai/keyword/attention-economy/
＊ネット社会の歩き方関連動画

動画No.99「フェイクニュースにはだまされないぞ！」
動画No.112「知らぬ間に情報操作」


